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Ⅱ (1) C Rogersが提唱した自己理論

(2) 原因帰属

Ⅱ期

自己理論においては理想自己（自己概念）、現実自己（経験）、自己一致という３つの点があ

る。理想自己とは自分自身について自分が考えているイメージやこうありたいという自己であ

り、現実自己は経験から得られる情報から構成される現実の自分自身についての概念であ

る。自己一致とは自己概念と経験が一致している領域のことで自己不一致が多いと適応状

態が良くないと考えられる。

身の回りに生じる様々な事象や他者の行動に対して、その原因を推論する心的過程のことを

いう。基本的な枠組みはHeider,F（ハイダー）が最初に提唱した。Heider,Fは、事象の原因を

人側に求める内的帰属、人以外の環境要因に求める外的帰属に分類した。例えば、入試試

験の合格を自分の能力や努力に帰属させるのが内的帰属、問題の容易さや運に帰属させる

のが外的帰属である。
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